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   ④濁水対策 



流域図 

【二津野ダム】 

十津川第二発電所 
放水口 

十津川第一発電所
放水口 

中流域の熊野本宮大社旧社地から熊野速玉大社までの
約34kmが「川の参詣道」として世界遺産に登録 

熊野速玉大社 

熊野本宮大社旧社地 

南桧杖 

（撮影日：平成26年11月5日） 
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宮井 

重里 

五百瀬 

上野地 

北山川 

おもな濁度観測地点 

資料５－１ 濁水対策 



H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 

流域対策【直轄砂防事業】(当初実施予定分) 

流域対策【直轄治山･砂防､各県治山･砂防】 

施設改良 風屋ダム 濁水フェンス 

取水設備改造 

二津野ダム 濁水フェンス 

運用変更 

実施予定の対策とスケジュール 

流域対策 
施設改良 

運用変更 

■崩壊地対策と河道への土砂流出防止 
 →事業主体：国交省、林野庁、 
         三重県、奈良県、 
         和歌山県 
 

■河道内（貯水池含む）堆積土砂撤去 
 →事業主体：国交省、 
         三重県、奈良県、 
         和歌山県、電源開発(株) 
 

■濁水フェンス 
 →事業主体： 
  電源開発（株） 
 
■取水設備改造 
 →事業主体： 
  電源開発（株） 
 
 

■運用改善 
（濁水早期排出、清水貯留期間延長） 
 →事業主体：電源開発（株） 
 
■支川清水の活用の検討 
 →事業主体：電源開発（株） 
 
■発電運用の変更 
 →事業主体：電源開発（株） 
 
 
 

風屋ダム 二津野ダム 

 
 
■濁水フェンス 
 →事業主体： 
  電源開発（株） 
 
 
 

■スケジュール 

■関係機関で実施予定の対策 

（運用中） 

※流域対策の完成年度は風屋ダム上流域の事業完成年度を示す。 
 
※フェンス設置後のモニタリング結果等を踏まえつつ、風屋・二津野ダムの施設改良が完了するまでの期間においても、下流濁度の低減を図る。 3 

（運用中） 

完成 

完成 

完成 

             完成 

完成 

検討・対外調整が終了次第適宜実施、モニタリングを行いながら運用改善（PDCAの継続）  

平成23年12号台風まえの状況に戻すため、次の対応を行う。 
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モニタリングによる効果の評価と改善 

①流域対策、施設改良の進捗状況と運用変更の実施状況について各機関から報告 
②直近1年間の濁度の状況と対策による効果の評価 
③上記結果を踏まえ今後実施する流域対策、施設改良、運用変更の確認 

■モニタリングのポイント 

 これらの対策を実施することにより、平成23年台風12号災害以前の状態まで濁水を低減できる（十津
川第一発電所及び第二発電所放水口地点で濁度20を下回る日数で比較）ことがシミュレーションより確

認されたが、濁水の発生は毎年の出水状況と河川や流域の多くの要因が影響するため、全ての対策が終
了するまで、定期的にモニタリングを実施し、必要な改善措置を行う。 

※なお、大規模出水があり検討が必要な場合は随時実施 
4 

各年度当初に上記➀③の対応について報告 

出水期の後に上記➀➁③の対応について報告 

■モニタリングの時期 

（運用中） 

（運用中） 

運用開始(H27.4.27) 

完成 

完成 

運用開始(H30.6) 

運用開始(H28.3.31) 

【風屋】濁
水フェン
ス＋運用
変更の効
果 

【二津野】
濁水フェ
ンスの効
果 
 

流域対策
【直轄砂
防事業】 
特定緊急
砂防事業 
終了後の
効果 

【風屋】取
水設備改
造の効果 
 
 

流域対策の進捗状況を踏まえた効果 
 

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 H34年度 

流域対策【直轄砂防事業】 

流域対策【直轄治山、各県治山、砂防】 

施設改良 風屋ダム 濁水フェンス 

取水設備改造 

二津野ダム 濁水フェンス 

運用変更 

流域対策
完了後の
効果 
 
 

資料５－１ 



対策効果の評価方法（イメージ） 
【流域対策の効果】 

【貯水池対策の効果】 
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月 
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（貯水池内の濁度の変化） 
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（下流地点の濁度の変化） 
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流域対策の効果 流域対策＋風屋対策の効果（運用変更含む）   流域対策＋風屋対策＋二津野対策の効果（運用変更含む） 

上野地 

五百瀬 

風屋貯水池 

二津野貯水池 

十津川第一発電所放水口 
十津川第二発電所放水口 

宮井 

志古 

南桧杖 

北
山
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神
納
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熊野川 

風屋ダム 二津野ダム 

相賀（H27.4～） 

重里 

●
●
地
点
濁
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降
雨
 

【流域＋貯水池対策の効果】 上野地・五百瀬・重里における
濁度の状況を、類似した降雨
条件で比較 

風屋ダム・二津野ダムで、フェンス上下流での濁度
の状況や清水層形成状況（厚さや期間）を比較 
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【流域＋貯水池対策の効果】 

十津川第一発電所放水口・十津川第二発電所
放水口における濁度の状況を比較 

対策前 対策後 
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濁

度

十津一放水口

対策により濁度が早期に低減 

対策により高濁
度日数が減少 
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1,000
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濁

度

十津二放水口

西川 

（放水口濁度の変化） 

（シミュレーション） （観測結果） 
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1

10

100

1000

1月1日 2月1日 3月1日 4月1日 5月1日 6月1日 7月1日 8月1日 9月1日 10月1日 11月1日 12月1日

濁
度

上野地地点濁度

H29

H28

H27

H26

(注)H29/7/14～9/10は、

異常値の可能性あり（濁度計のレンズに藻が付着）

上野地濁度状況 

注 濁度は電源開発（株）16時データ 
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1

10

100

1000

1月1日 2月1日 3月1日 4月1日 5月1日 6月1日 7月1日 8月1日 9月1日 10月1日 11月1日 12月1日

濁
度

五百瀬地点濁度

H29

H28

H27

H26

五百瀬濁度状況 

注 濁度は電源開発（株）16時データ 

濁度の状況 資料５－１ 



0.1

1

10

100

1000

1月1日 2月1日 3月1日 4月1日 5月1日 6月1日 7月1日 8月1日 9月1日 10月1日 11月1日 12月1日

濁
度

南桧杖 濁度（新宮市データ）

H29

H28

H27

H26

南桧杖濁度状況 

注 濁度は新宮市13時データ 
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H28.11～ 
風屋ダム 表面取水設備改造工事 
（貯水池内作業） 

H28.11～H29.6月中旬（確認中） 
風屋ダム 表面取水設備改造工事 
（貯水池内作業） ※H29.11～H30.6月中旬にも実施予定（確認中） 

濁度の状況 資料５－１ 



風
屋
ダ
ム
表
面
取
水
設
備
改
造
（
Ⅱ
期
工
事
）

の
実
施
と
濁
水
軽
減
対
策
に
つ
い
て

平
成

29
年

9
月

電
源
開
発
株
式
会
社

西
日
本
支
店

表面取水設備改造位置

資
料
５
－
２
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水
対
策
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日
の
ご
説
明
内
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．
風

屋
ダ
ム
表

面
取

水
設

備
改

造
の

概
要
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．
風

屋
ダ
ム
表

面
取

水
設

備
改

造
（
Ⅰ
期
）
の
進
捗
状
況

3 ～
4

3
．
Ⅰ
期
工
事
中
の
濁
水
発
生
状
況
と
対
策

5 ～
9
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．
Ⅱ
期
工
事
中
の
濁
水
対
策
計
画

10
～

17

5
．
工
事
に
関
す
る
お
知
ら
せ
（
広
報
）

18

1
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1
．
風
屋
ダ
ム
表
面
取
水
設
備
改
造
の
概
要

(1)設
備
の
概
要

改
造
前
（現

行
設
備
）

改
造
後
（平

成
3
0
年
6
月
以
降
）

・壊
れ
に
く
く
す
る

（ゴ
ム
シ
ー
ト
式
か
ら
鋼
製
へ
変
更
）

・よ
り
き
れ
い
な
水
を
取
水
で
き
る
よ
う
に
す
る

（取
水
深
を
7
.5
m
か
ら
5
.0
m
に
変
更
）

2

現
状
、
深
い
部
分
ま
で
取
水

取
水

す
る
幅

を
狭

め
て
よ
り
き
れ

い
な
水

を
取

水

壊
れ

に
く
く
す
る

※
水

位
E

L.284.5m
以
上
の
場
合
、

吞
口
の
深
さ
が

7.5m
以
上
に
な
る

資
料
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H
2
8
.1
1
.1

H
2
9
.5
.2
0

3

2
．
風
屋
ダ
ム
表
面
取
水
設
備
改
造
（
Ⅰ
期
）
の
進
捗
状
況

Ⅰ
期

工
事

は
、
当

初
予
定
の
工
期
を

短
縮

し
、
作

業
を
完

了
し
ま
し
た
。

(2)工
事
状
況

(1)工
事
工
程

平
成
2
8
年
度

平
成
2
9
年
度

平
成
3
0
年
度

9
1
0

1
1

1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

表
面
取
水
設
備
改
造

改
造
中
の
環
境
対
策

二
津
野
ダ
ム
水
位
低
下

貯
水
池
内
作
業
（
Ⅰ
期
）

貯
水
池
内
作
業
（
Ⅱ
期
）

貯
水

池
内

作
業

中
断

準
備 ▼

本
格

着
手

▼
完

了後
片
付
け

工
事

設
置
（
維
持
・
補
修
）

設
置
（
維
持
・
補
修
）

撤
去

▼
水

位
低

下
開

始

工
事

撤
去

▼
5/19

放
流

停
止

▼
水

位
低

下
開

始

▼
5/23

完
了

▼
本

格
再

開
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H
2
8
.1
1
.3
0

4

2
．
風
屋
ダ
ム
表
面
取
水
設
備
改
造
（
Ⅰ
期
）
の
進
捗
状
況

(2)工
事

状
況

H
2
9
.2
.1
8

H
2
9
.3
.2
2

H
2
9
.5
.1
9

資
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
工

事
期

間
中

の
濁

水
発

生
原

因
に
つ
い
て


風
屋
ダ
ム
の
水
位
低
下
に
伴
い
、
河
床
が
露
出
・
洗
掘
さ
れ
て
濁
水
が
発
生

し
ま
し
た
。


放
流
管
の
放
流
量
（
能
力
）
が
限
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
ダ
ム
か
ら
高
い
濁
度

の
放
流
が
長
期
化
し
ま
し
た
。
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H
2
8
.
1
0
.
2
3
（
水
位
低
下
中
）


河

床
の

状
況

（
風

屋
ダ
ム
上

流
の

神
納

川
合

流
部

付
近

)

H
2
9
.
5
.
1
0
（
水
位
低
下
後
）

3
．
Ⅰ
期
工
事
中
の
濁
水
発
生
状
況
と
対
策

資
料
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6


神
納
川
合
流
部
付
近
で
洗
掘
さ
れ
た
土
砂
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ダ
ム
湖
内
の
下

流
側

に
堆

積
し
ま
し
た
。


風

屋
ダ
ム
湖

内
の

河
床

の
状

況
に
つ
い
て

水
位
低
下

放流管放流

洗
掘

施
工
位
置

神
納
川
合
流
部

▽
L
W
L

▽
H
W
L

▽
L
W
L
＋

9
.5
6
m

（
Ⅰ
期
工
事
中
の
最
高
水
位
）

3
．
Ⅰ
期
工
事
中
の
濁
水
発
生
状
況
と
対
策

堆
積

資
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汚
濁
防
止
膜

（
二
津
野
調
整
池
）

沈
殿
池
工

（
風

屋
ダ
ム
下

流
）

汚
濁
防
止
膜
（
風
屋
貯
水
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洗
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防
止
工

（
風
屋
貯
水
池
）

撮
影
日
：
H
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9
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0

3
．
Ⅰ
期
工
事
中
の
濁
水
発
生
状
況
と
対
策


工

事
期
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中

の
濁

水
対

策
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平
成
2
8
年
1
2
月
2
3
日
（
出
水
時
）
風
屋
ダ
ム
の
状
況

汚
濁
防
止
膜

放
流

管

①
汚

濁
防

止
膜

汚
濁

防
止

膜
に
よ
り
高

濁
度

の
濁

水
を
下

層
に
誘

導

②
沈

殿
池

工

沈
殿
池
工
の
上
下
流
で
濁
度
が
低
減

風
屋
ダ
ム
汚
濁
防
止
膜
（
H
2
8
.1
2
.2
3
)

汚
濁
防
止
膜

沈
殿

池
工

（
上

流
）
（
H
2
9
.4
.1

流
量

約
2
0
m

3/
s)

沈
殿

池
工

（
下

流
）
（
H
2
9
.4
.1

流
量

約
2
0
m

3/
s)

3
．
Ⅰ
期
工
事
中
の
濁
水
発
生
状
況
と
対
策


各

濁
水

対
策

の
効

果
（
1
）

流
れ

流
れ

上
流
濁
度
6
1

下
流
濁
度
5
1

8

資
料
５
－
２

濁
質

吸
着

状
況

（
H
2
9
.3
.3
0
）

③
ひ
も
状

ろ
材

濁
質

の
吸

着
を
確

認

④
洗

掘
防

止
工

1
1
月
中
旬
ま
で
の
水
位
が
徐
々
に
低
下

し
て
い
く
時
は
洗
掘
抑
制
効
果
が
あ
っ

た
と
推

定
さ
れ

る
が

、
後

に
流

出

設
置

時
の

状
況

（
H
2
8
.1
1
.1
）

推
定
濁
質
吸
着
量

風
屋
ダ
ム
：

約
6
ト
ン

二
津
野
ダ
ム
：

約
2
ト
ン

初
期
（
H
2
8
.1
0
.1
7
）

流
出
後
（
H
2
9
.3
.2
4
）

3
．
Ⅰ
期
工
事
中
の
濁
水
発
生
状
況
と
対
策


各

濁
水

対
策

の
効

果
（
2
）

9

資
料
５
－
２




十
津
川
第
二
発
電
所
の
停
止
（
平
成

29
年

12
月
～
平
成

30
年

4
月
）

平
成
2
9
年
度

平
成
3
0
年
度

9
1
0

1
1

1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

発
電
機
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

ゲ
ー
ト
放
流

4
．

Ⅱ
期
工
事
中
の
濁
水
対
策
計
画

二
津
野
ダ
ム
の
ゲ
ー
ト
放
流
期
間


発
電
機
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
1
2
月
中
旬
か
ら
4
月
下
旬
ま
で
十
津
川
第
二
発

電
所
の
発
電
を
停
止
し
ま
す
。


こ
の

間
、
ダ
ム
に
入

っ
て
き
た
水

は
ゲ
ー
ト
か

ら
放

流
す
る
た
め
、
出

水
時

以
外

も
二
津
野
ダ
ム
か
ら
十
津
川
第
二
放
水
口
ま
で
の
減
水
区
間
で
濁
水
が
発
生
す

る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

ゲ
ー
ト
放
流
状
況

10
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5
．
Ⅱ
期
工
事
中
の
濁
水
対
策
計
画


Ⅰ
期
工
事
の
濁
水
対
策
に
加
え
て
、
沈
澱
池
工
を
追
加
・
補
強
す
る
と
と
も
に
流

路
拡
幅
工
を
追
加
し
て
濁
水
軽
減
に
努
め
ま
す
。


洗
掘
防
止
工
は
、
一
時
的
に
し
か
対
策
効
果
が
見
込
め
な
い
た
め
Ⅱ
期
で
は

設
置
し
ま
せ
ん
。
か
わ
り
に
で
き
る
だ
け
洗
掘
が
生
じ
な
い
よ
う
、
工
事
進
捗
に

合
わ
せ
て
水
位
を
上
昇
さ
せ
、
水
位
低
下
期
間
の
短
縮
を
図
り
ま
す
。
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4
．
Ⅱ
期
工
事
中
の
濁
水
対
策
計
画


Ⅱ
期
工
事
中
の
濁
水
対
策
（
案
）

位
置

対
策

Ⅰ
期

Ⅱ
期

備
考

風
屋
貯
水
池

洗
掘
防
止
工

○
－

汚
濁
防
止
膜

○
○

ひ
も
状

ろ
材

○
○

展
張

長
さ
延

長

風
屋

ダ
ム
下

流
清

水
供

給
○

○

沈
殿
池
工

○
○
追
加
・
補
強

池
穴
地
区
に

3
基
設
置

流
路
拡
幅
工

○
追
加

二
津
野
調
整
池

汚
濁
防
止
膜

○
○

濁
水

フ
ェ
ン
ス

○
○

ひ
も
状

ろ
材

○
○

展
張

長
さ
延

長

二
津

野
ダ
ム
下

流
沈
殿
池
工

○
追
加

土
河
屋
地
区
に

3
基
設
置

流
路
拡
幅
工

○
追
加

赤
：
追
加
・
補
強

12
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5
．
Ⅱ
期
工
事
中
の
濁
水
対
策
計
画


濁

水
対

策
位

置
図
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
沈

殿
池

工
（
追

加
・
補

強
）


設

置
す
る
数

を
2
基

か
ら
6
基

に
増

や
し
ま
す
。


学
識
者
の
助
言
に
基
づ
い
て
、
上
下
流
方
向
の
幅
を
現
場
状
況
に
合
わ
せ

て
拡
げ
ま
す
（
Ⅰ
期
の
2
倍
程
度
以
上
に
し
て
浸
透
ろ
過
効
果
を
期
待
）
。

上
下
流
方
向
の
幅
を
拡
幅

上
下
流
方
向
の
幅
を
拡
幅

4
．
Ⅱ
期
工
事
中
の
濁
水
対
策
計
画
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
流

路
拡

幅
工

（
追

加
）

瀬
の
一
部
を
掘
削
し
て
、
流
れ
の
遅
い
部
分
を
作
っ
て
流
速
を
低
下
さ
せ
、
濁

質
の
沈
降
を
促
進
し
ま
す
（
地
元
か
ら
の
ご
意
見
）
。

流
速
低
下
⇒
沈
降
促
進

4
．
Ⅱ
期
工
事
中
の
濁
水
対
策
計
画
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H
2
9
.5
.2
4
（
水
位
が
低
い
時
）

H
2
9
.5
.2
6
（
+
1
.6
m
水
位
上
昇
後
）

野
広
瀬
付
近
の
状
況

4
．
Ⅱ
期
工
事
中
の
更
な
る
濁
水
対
策
計
画

ダ
ム
湖

内
の

濁
水

の
発

生
を
抑

制
す
る
た
め
、
工

事
期

間
中

、
可

能
な
限

り
風

屋
ダ
ム
水

位
を
上

昇
さ
せ

ま
す
。


ダ
ム
湖
内
の
河
床
が
洗
掘
さ
れ
て
、
濁
水
が
発
生
し
て
い
ま
す
。


工
事
の
施
工
位
置
に
合
わ
せ
、
ダ
ム
湖
内
の
水
位
を
上
昇
さ
せ
、

河
床
の
水
没
範
囲
を
増
や
す
こ
と
で
、
濁
水
の
発
生
を
抑
制
し

ま
す
。

1
6

（
Q
=
1
0
m
3
/
s）

2
2
0

2
3
0

2
4
0

2
5
0

2
6
0

2
7
0

2
8
0

2
9
0

3
0
0

0
2
,0
0
0

4
,0
0
0

6
,0
0
0

8
,0
0
0

1
0
,0
0
0

1
2
,0
0
0

1
4
,0
0
0

1
6
,0
0
0

1
8
,0
0
0

2
0
,0
0
0

標高[EL.m]

風
屋

ダ
ム

か
ら

の
距

離
[m

]

平
成
2
9
年
4
月

平
成
2
8
年
1
1
月

放流管放流

神
納

川
合

流
部野

広
瀬
付
近

風
屋
ダ
ム
河
床
形
状
と
水
位
の
関
係

濁
水

発
生

源
が

水
没

取
水
施
設

16
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平
成
2
9
年
度

平
成
3
0
年
度

1
0

1
1

1
2

1
2

3
4

5
6

工
事

当
初

計
画

工
事

見
直

し
後

水
位

上
昇

風
屋
ダ
ム
の
水
位
上
昇
は
、
天
候
や
工
事
進
捗
に
応
じ
て
実
施
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
工
事
中
や
完
了

後
に
実

施
状

況
を
報

告
し
ま
す
。

4
．
Ⅱ
期
工
事
中
の
更
な
る
濁
水
対
策
計
画

貯
水
池
内
作
業
（
Ⅱ
期
）

片
付
け

貯
水

池
外

作
業

▼
前

倒
し

▽
5/20

（
Ⅰ
期
）

水
位
上
昇

1
7


仮

設
架

台
を
新

た
に
設

置
し
て
、
組

立
工

事
を
標

高
の

高
い
場

所
で
行

い
ま
す
。


作

業
時

間
を
延

長
し
て
湖

内
の

工
事

日
数

を
短

縮
し
ま
す
。

工
事

内
容

を
精

査
し
、
1
ｹ
月

程
度

早
い
4
月

中
旬

か
ら
水

位
上

昇
さ
せ

ま
す
。

更
に
、
作

業
場

所
の

位
置

が
高

く
な
る
平

成
3
0
年

の
正

月
か

ら
1
月

中
旬

の
間

も
、

可
能

な
限

り
、
水

位
を
上

昇
さ
せ

ま
す
。

水
位
上
昇

▼
前

倒
し ▽

貯
水
池
内
作
業
（
Ⅱ
期
）

片
付
け

貯
水

池
外

作
業
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工
事

期
間

中
、
工

事
に
関

す
る
お

知
ら
せ

（
チ
ラ
シ
）
を
配

布
す
る
な

ど
、
広
報
活
動
を
強
化
・
充
実
さ
せ
、

丁
寧
な
説
明
に
努
め
ま
す
。

5
．
工
事
に
関
す
る
お
知
ら
せ
（
広
報
）

（
内

容
）

・
流

域
行

政
機

関
、
住

民
お
よ
び

漁
協
等
へ
の
説
明
回
数
の
増
加

・
折
り
込
み
チ
ラ
シ
の
配
布
エ
リ
ア

の
拡

大
、
配

布
回

数
の

増
加

1
8
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
Ⅱ
期
工
事
で
は
、
環
境
対
策
を
強
化
し
て
濁
水
の
抑
制
に
努
め
て
工
事
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。


ま
た
、
濁
水
長
期
化
軽
減
対
策
に
つ
い
て
は
、
学
識
者
の
意
見
や
他
事
例
を
参

考
に
し
つ
つ
、
地
点
特
性
を
踏
ま
え
て
、
継
続
的
な
改
善
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
迷

惑
を
お
か

け
い
た
し
ま
す
が

、
引

き
続

き
ご
理

解
と
ご
協

力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
わ
り
に


風
屋
ダ
ム
表
面
取
水
設
備
改
造
に
関
し
て
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

Ⅰ
期
工
事
は
予
定
通
り
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。


Ⅰ
期
工
事
期
間
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
対
策
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
が
、
濁
水

が
発
生
し
、
流
域
の
皆
様
に
ご
心
配
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。

1
9
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